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弔 辞

本日ここに、故医学博！：償問通男先生

の白別式がとり行われるにあたり、光市

医師会会flを代点して、謹んで永遠のお

別れの」必をけiし上げます。

命あるものは必ず死を迎えて、相会う

ものは、いつか別れる定めとは申しまし

ても、先’lミはイ11J故かくもはかなく逝って

しまわれたのか、誠に~iii恨表惜の情を禁

じ難く、心より以悼の怠を表する次第で

あります。それにもまして、奥様はじめ、

ご家族の符様万のお長しみを拝察する時、

お慰めのバ来も見つかりません。

先生は、大lEI 4年I2月7日に岡山

1fjでお生まれになり、戦後聞もない昭和

23年に、｜判山区科大学専門部をご卒業に

なられました。その後、光市に移られ、

fl（｛和23 {.fJム：t：~鉄道病院光分院に勤務さ
れ、 ll{l利35 {J：山n医大にて学位を受領

され、同年8JJに現（1：地の光市中央で、

内科 ・小児科・皮！付科院院を開業されま

した。

以来40数年にわたり、誠心誠意患者ー

さんと向かい介い、地域医療に専心され

ました。

そのii'J廉潔l’iなお安は、私共後輩にと
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って、また地域の人々にとってもかけが

えのない忘れられない存在でありました。

また、先生はご開業吋初より病にたおれ

られるまで、 ：だに40年余にわたり、光

高等学校の校医として務められました。

高校坐の心と体の他民を見つめ、心配

され、励まされたお姿は教打者でもあり

ました。 光市1~ （11~会の中にあっては、理

事、制議長、議長として、会のお世話を

なさる中で、その気什ある厳正な姿勢を

もって、私共をご折噂いただきました。

本当にすばらしい先生でした。

先生がご開業され、長きにわたり、地

域の中で培われて来られた慌の心はご了－

息の修先生が今、しっかりと跡を継がれ、

私共と・緒に少んでいけるものと確信し

ております。どうかご安心くださ＼， )0 

ここに改めて、光市医師会封代表とし

て、先生がここまで地域医~t と俣師会活

動のためにはくされたごR献に対し、深

甚なる敬立と感謝を点し、その安らかな

ご冥福をお祈りし、お別れのJ集といた

します。

作掌

、F成 13年7JJ I 7円

光｜云（Jlli会会長前田昇一
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弔 辞

鹿田通男先’I:

とうとう永述のお別れをしなければな

らない時が参りました。

先生に初めてお会いしたのは、光鉄道

病院に御le任されたII｛｛和27年秋と記憶

しております。外科医として御活躍、脂

も乗りきったこれからという昭和30年

代半ば、御尊父の跡、広田医院を御継患

になり、制米ぷ年地域医療のため、また

医師会役i1としてご口献されました。

先生と知己をねて50年に君主らんと致

します。私より 3ヶ月の兄員分として深

く敬愛し、またM入も及ぱぬ御友情を賜

り、なんと御礼＂＇し 1－.げるべきか、その

言葉もありません

先生はこのところ数年難病に目され、

特に昨年ぶよりは必化の－途を辿られま

した。医師としてfuj•j ~も知悉された先生

の御胸中如何織であったか。しかし不治

と知りつつもその淡々たる御態度、誠に

見上げたもの、余人の真似のIll米ること

ではありません。それだけに見守る御家

族の御心柿の料、お察しするに余りある

所でございます。

先生は人間として、また医師として独
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自の信念、哲学の持ち 1::で、白らを厳し

く律せられましたーこのi!t沌とした世相

の現在、先生の更なるご活躍が待たれる

とき、あの頑雌な先生をお送りせねばな

らないとは、何たる迎命の皮肉でござい

ましょうか。

しかし、先生には御l’i℃で後継者たる

立派な御令息を主治医とし、御令室また

御令嬢hの子）！,f.＼，）御,(i＇躍のもとの大往生、

誠に羨ましき限りでございます。

償問先生、長い間御，＇1'f'}J織でございま

した。長いll'd、本当におl!t，活様に相成り、

ありがとうございました

安らかにお休みください、点心より御

冥福をお祈り致します．

、ド成l3 ｛ド7月l7日

友人代必川ij1fJ彦



光市医師会報

父のこと

広田保院康岡修

あんたの誕生円までは元気でいてや

るからな。j が、退院してからの父の口

緋でした。そのJ葉通り、母の誕生日の

6日l5 11を過ぎてから自に見えて食欲、

;C;誌が部ち、 7JJ1 6LIの午前、まさに

j斗を引き取るの ,j•！；~通りの臨終でした。

11.HJJに病以の催記診断を受けたのは平

成 lI /tF4 JJ、その後数度にわたる手術

を受け、診察を続けながら治療を受けて

いました。手術のたびに l週間程度の休

診で乗り切っていましたが、昨年12月、

放射線治療のため入院が必要となり、今

回は iヶJJ以上がチ定されたため、急逮

私が帰郷することになりました。少しで

も早く治療開始したほうが良いのが当然

なところ、 r!,U者さんに迷惑をかけてい

かんから、ちゃんと引部主ぎをする。J と

Jって入院の 1週間・絡に診察をし、で

きるだけ多くの忠告さんに扶拶をし、私

を紹介してくれました。この 1週間が唯

一父と・紺に診’京した税験でした。

放射線治械は当初の予想以 Nこ効巣が

あり、外見｜：は昌：IVJに病変は消失して大
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変喜んでおりましたが、竹シンチで多発

性の病変が見つかり、将来的な予想はつ

いていたようでした。3f Jに退院した後

は市主病院に通院しながらも、常に古く

からの忠JI・さんのことを気にかけており、

気候が変わるごとにいろいろとアドパイ

スをくれました

亡くなる4川崎、 rsccに行って来る
よ。」とJ市しかけて、私が出かけようと

していたら、結核，診械を長くやっていた

記憶がよみがえったのでしょうか、それ

まで意識がはっきりしていなかったのが、

突然しっかりとした『初fで、 『正しい場

所と接種法は…。J と，訴し始めました。

帰宅してうまくいったよ、ありがとうJ

と語りかけると、 『ご百労さん。j と話

してくれました。これが以後のアドバイ

スでした。

日うるさい、怒りんぼの父でしたが、

診察にかけるは作と正義をはく安勢はこ

れから私も J七のr1t~1にしていきたいと

思っております。

5 
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｜平成13年度7月度定例理事会I
日時：、！と成 l3年7Rl1日（水）

午後711,730分より

場所：光・iii医師会事務局

議題

I.報告事項

(I) f都市｜実官紛争 ・診械w報提供推進
抑．吋Jll!•J ~協議会の報告（藤似即..!fi:) 

(2) JliJJ初出峨！？往来保健センター運営協

議会の桜台（6ハ4) （光武即．事）
(3）東部地区武見支援決起大会の報告

(7 /8) （松付副会長）

参院選挙対策本部会議の報告

(6/30) ( I/ ) 

(4）光市学校保健会総会 ・研修会の報告

(6/28) （前回会長）

(5）県医話会 (6/ l 7) ( }/ ) 

(6） 三日I~会昭事会報倍

(6/26) （か

(7）光l州連山づくり推進協議会報告

(7/5) (I/) 

(8）その他

II .協議議認事項

(l) 8 J]皮｝J例会と講演会について

（山本理事）

(2）納涼恕脱会について

（梅田理事）

(3）光lli：.師会行事チ定

（前回会長）

(4）その他

（休日診療所関連事項など）
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I - ( 2) 

周東地域産業保健センター運営協議会

日時：平成 I3年6JJ14ll

場所 ：卜松医師会会議主

議事

(l) 2 0 0 0午度引業実施報告

① ・H；路実制について

~） 歳11＼~根山について

(2) 2 0 0 I 11:Jjt 1JL~，汁11J1j について

T 事業実施計1ftu＜案）について
を 子p:執行，jj-副（案）について

(3) 7月～9｝＂］事業災施計 l刈について

2000年度事忠実紛

a.事業実紅i

b.企業協)J会完結

c. 産業！夫の相談、指導従’I~状況

d.登録可I業局数の拡大完結
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a.事業実績
地 lベ別 下松市 光市 柳井市 熊E郁

実施率
事業別 計画 実施 計画実施 計画実施 計両 尖施 .n画 実施
健Ui相談 l5 21 20 16 35 37 106 

訪問指導 18 21 13 11 6 6 7 5 44 43 98 
舟t~1~；即． 6 8 4 3 。 12 12 100 
ぷiI成似 。2 。 。 。2 2 100 
会明 I Ri'E 。 。 。 。2 50 
ノrt 39 53 39 30 9 6 10 95 95 100 

b.企業協力会実績

協）J会名 健康相談 母性指導 産保説明 母性説明 参加人数

新日餓あいこう会 12 14 164 

東洋鋼飯協ノJ会 2 60 
新電1’ドック協ノJ会 3 23 
ノE入l " ヲιI 14 2 2 19 247 

c.姥業｜天の相談、指導従事状況

地 [2.{ 下松市 光市 柳井市 熊毛郡 備 1ij 

全産業院数 24 15 21 15 75 県阪自IP会調べ
認定PP.業｜災数 24 12 9 JO 55 

健康相談窓II 12 8 20 綜!fVJ人数をぷす
訪11¥J他wm噂 8 7 3 3 21 

母性健康m~持 3 2 

d.綬似事業場数の拡大実績

．
民
一
放
一
数

一
対
一
録

山政見一一拝礼

一
初
一
点

地
一
期
一
期

ド松di｜光市｜柳井市｜熊毛郡
63 I 31 I IO I 13 
63 I 32 I IO I 13 

JI・ I本｜備与
1171 IOO 

121 I 103 

7 
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委託業務実施状況報告

平成I3年4f"J5L-1

lセンターの名祢

同京地域産業保健センター

2委託・H業実施状況
( l）地域政栄保他センタ－ ·j~業

(f＼ 健康相談窓llの｜剤投

開催1111数年37凶

開催｜｜ 本雌l」

指導｜刷l]i保健制数 20人

IJl:lftt：場所下松医師会（21)

光市民n11i会（4)

あいこう会 (12)

(2) 倒別訪問11~業保健指導の実施

実施［Pl数年43凶

開催日本脳U

指導医師数 2 I人

(:3）序：業間報の挺供

·H~概要品r~Jパンフレット『あなた

の職場のいきいき他出Jの配布

会制「，~f.~f,民健だ、より J 4同発行

西日布、VT Rの活川

④連常協議会の｜別iW

｜刑制：1111数年2凶

第 I1111 ヂ成12年7月6円

委11放!Of,

第2[11[ 千成 13年3月8日

委L1数10名

（電）説明会の開催

開催ドti数年2凶

第lj11[ －~成 1 3年2月1日

参加お－23名

2001 

第2同平成 I3年2月23円

参加者Gor. 

(2）母性健康管剤相談事業

①訪lllJ他Wi¥：即．付｜談の実施

実施~·I数年 1 2111[ 

開催日 本！日！｜｜

折導院f:rlifr漫財数 6人

②ほ1"1：他凶作Jiilに対する

説明会の開催

開催111［数年2l•tl 
第 l[u[ 

、ド成 I2trI I H24LI 

参加将 I7名

第2同

、ll成 I3 ~F3 月 I 6日

参加長I5名

三~
平成 13年度光市学校保健会総会

日時 ：平成 I3 1y: G J J 2 8 I I （本）

l 3 : 3 0～ 
場所 ：光市総合制ねl：センター

（いきいきホール）

議事 ：

(l）平成I2年度事業報告及び決算報告

(2）平成 I2年度会計監査報侍

(3）平成 I3年度役il選出

(4）、ド成 I3年度肝業.Ih1hi（案）及び

予算（案）
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(5）会則の改定

(6）その他

研修会

訓話： fバランスの取れた食事と心身

の~ffについてJ

光rjI央病院

II.I 手話I 犬先生

平成12年度事業報告

I 2年6f]～ 心臓病検診（！実師会）

6月3H ( l二） よい尚のコンクール

（曲科阪師会）光市民ホール

7月6n （本） 総会市役所3F
研修会

「こども述のH常の健康を考えようJ

講話 (1）フッ素洗口（ミラノール）

を導入した学校樹科保健について

保科校医 tlJ川尚科医院

小川俗之先生

( 2）結核予防について

徳1I 1J'~l境保健所所長

同 和jl 爾先生

7月27 H （本）

幼児期等う触予防対策事業

Ji6 I：会議所2F I名参加

8月24 11 （本）～25日（金）

第46[111'1•1主！地iベ

学校保健研究協議大会

山口市 I 2名参加

2001 

8月 児託生徒定期健!,Ji診断統計資料

I 1月1211(II) 

fやまぐち8020尚の健康フェアJ

柳井市

1 3年 1月l8 f I （本）

第33 fnl学校保健研究大会

111「liii 9名参加

2月17日（I:)

第 I3 lrrl1l1円以学校歯科

保健研究協議会

1I1 l.l i1i 4名参加

3月811 （本）聞が会

3月 ｛嘘!,Ji.安全活動状況調査

平成13年度事業計画

方針

本会の日的をふまえながら、健康でた

くましい児託生徒の台．成を目指して、当

面する学校保健に関するtilf問題の研究調

査を行い、保健衛生知ぷの普及砕発をは

かり、その施策に寄り－する。

I 作校保健愛11会の活動の強化

2 研究mrv1の雌進
(I）学校保他大会への参）111

ア第3411111I1 LI~.~学校

保健研究大会

イ 第47 lrifrl1llil地区学校

保健研究協議大会

ウ その他研究発表大会

(2）研修会の開催

ア 臼主研究会の前倒的開催

イ 研修視祭

3児童生徒の体）J• ill!動能hの

調査研究

9 



10 

光市医師会報

4その｛也

(I）心臓病検診（医師会）

(2）よい闘のコンクール（街科医師会）

6/7 （本）

勤労.fl・総合制祉センター2F

（簿作：）尚」；会館2F （表彰）

(3）研究資料等の配布

a. 、！と成l3 '.1:1.主役ll

b. 平)J,見l3年度

光iii学校保健会会員名簿

a.γ－成 13年度役員
役臓名 選出部会

会長 学校長部会

副会長 学校医部会

学校儲科医部会

PT A連合会部会

理事 学校医部会

一学校医部会

学校歯科医部会

一学校業剤師部会

学校長部会

PT A述合会部会

保健主任、養護部会

栄長職H部会

教育委員会

監事 学校長部会

学校医部会

PTA 述合会部会

2001 

氏 名
一守田和子 宅h’lr-j1学校

前回界一

j古木史郎

小林 裕

河村康明

光武述犬

前田昇一

"I村同雄
j青木史郎

鈴木秀紀

野村刊城

大戸冨美f
杉形尚城 品川小学校

守国有If・ 宿駅rj1乍校

小林 4待
一村中節チ iおI：小学校

木下由紀 ヰ沼irj1学校
久保問恵子 宅前小学校

久野尚チ 光井rj1学校

古谷友伯
－・・・・・・

回＂I伝子 二ミ）~小学校

河村 ill明
小林 裕 京駅小学校
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b. 平成 13年度光市学校保健会会員名簿

7 校 名 学校医 限科医 耳［.J手2ト医 的科医 薬剤師 学校長 ff友会長 保健主任 主主護教諭 栄長職11他

本積小学校
松村が太郎 l十時J ｜理｜主党 ｝｝任問昇 －浅海庄 一政II大｝''W）ミチ 相11品克彦 小林 給 久保問忠チ 久保問恵子
HI村勝行j

i:!J m小’y：校 山村明人 ノノ 11 ｛義本｛建：郎 野村 智城 杉形尚械 松村 ~.氏II 山野あいfIi義；115J;¥;{ f 

上向問小学校 ri I 1 I 1 信彦 ノノ ／／ 111川桁之 松本みさを 佐藤義則 水小； ーメと i主小； 公代 Ii司附キ｝，！，（

浅江小学校
河内1I1IF. Jc:i’＃苧.h ノJ正ヨkノilいI 治水敏n付 ;jJ反訪向志 野村智城 藤井敏行 藤井正弘 判中飾Jι 村中節f
間 }ll大

光JI：小学校 千｜削 鴨 中村 liil雄 前川対一 森本 ｜呼上 大r;M芙f江山 光イゴ 見柿教生 八鍬敦f 、｜サ＝幸？に

三JI:小学校 河村康明 l市稲秀児 消水敏明 尚 典文 野村利城 山，，，伝子 ウ：出充弘 福山邦子 堅凶靖子
同防小学校 光武述k＂＇村 fnl雄 前川 JH. -j白木史朗 絵本みさを ィ1光英隆 河村 ｜呼｜珂 船木 ｜幼子 絵本陽子

附Ii対小’＇7＇.校 近藤能 s 梶似玖J’ ノ／ 仰｜ 幹火 河内山ますみ 佐藤純 ー古兼国3平 ｜縄本誌之 ポ｜ぱ左本部f

集積小学校 問村遥i:i"J中村 ｜弔｜雌 ノF 守日一｜J心正 大戸；J:¥美千 t;'.ftl一｜手｜｜子 科川 誠 脳中 ｜場チ 木下山紀

光 ）~：小学校 半l’1,rh巳i 博 ／ノ ノノ 鈴木秀紀 丁－品多f'i'.子 石村 正f'};11 l根成主Gコー島 県子 tt政 文

i見ffrl1学校
而布告 他次 高怖秀児 消イく 敏昭 版本：竹な 大戸富；；ミ子 有馬 弘 1也 イ2.）之山線美代子 山根長代子

市川 見

出問中学校
メL牙i 鍛 中村 ｜弔｜雄 liiJ問 'it'・. 'Iλ田万：志 松木みさを 井上 ；需＝＼ 通山古品 村岡利~ 中村倫代
制;;fま」ib.ff:

附！雨中乍校 丸:tt 同文 梶原 r)J ノノ 仰l 幹犬 河内山ますみ 4公村 ；良11凶山イ~l之 Ill野 五；→ 民Il l~~＇ 千忠

学校給食 I〔6管呂了・

センター 高橋前チ

教育委民会 l片谷友仇

、、暗
』『

持

司

岡

雷

同b
識

N

O
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I I一何）｜
三師会理事会（平成13年度）

H時：平成13年6月26 fl 

M所：光市医師会事務雫

⑪ 会費2年間に限り

月25 0 f'Jとする。

＠ 食事会等を開催する

日
光市健康づくり推進協議会

日時：平成13年7月511 （本）

午後3時30分より

場所 ：光市総合福祉センター

「あいぱーく光J2附第3会議室

協議事項

(I）副会長の選出について

(2）平成l2年度光市健LUづくり

事業報白について

(3）平成 13年度光市位以づくり

事業Jh1l1jについて

(4）、IL成 I3年度健版まつり苛；について

行・Hについて

(5）その他

2001 

平成 I3年度保健衛生事業について

新設の「総作悩み｜：センター あいぱー

く光Jを拠点として、保健4i:業を始めと

する芥間保健衛生！業を、医師会、嗣科

医師会、業剤師会及び健康をつくる財人

の会等関係凶体のご協力を得てJl・11hj的に

実施します。

介護保健が実施され、新たな段慨を迎

えた状況に対応するために高齢計保他悩

祉施策の－lr1の充実を図るために、介，i佳

サービス基盤を合む5ヶ年間の「沌rli,:・b 

齢者保健福祉計画及び介護保健事業社。llJJ

を12年度策定いたしました。今年度は

計両の2t1：闘を向え、総合的かつ，1t・11l1j的

に民間して保健事業の積極的な取り車llみ

を行うと共に、 r 光市母了－保健ril・11hjjに

基づいた付 f保健事業や予防衛セ＇H~等

前年度に引き続き精力的に取り組みを1~1

ります。

また、救急医療行実務につきましては、

従来の｛1：℃、九番抵制度にかえて休日i診療

所の迎日を行I,）ます。
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r安心して生き生きと暮らせる元気

都市aの実現に向け取り組みます。

（長人保健P業について）

I.挫W$fi守；の推進

阪（：rp会及び関係凶体等の協力を得て、

ふしめ検診の充実を阿ると共に、基木

（辿l頃J会1tを始めとした各種がん検診の

受診本の向上に努めます。

特に、 kl主の貧血l、骨組i髭症の早期

予防を閃る観点から、前年度に引き続

いて、 30成f-1;:k性に対し健康診査と

什fit検妊を実胞します。

本年度の新脱事業として、女性の子

符がん検診（体部がん検診）と、 50

成代男性に前立腺がん検診を実施しま

す。

2.健w教育、飽w相談の充実
総合福祉センターや各公民館で行う

健山教育、他出相談をより充実いたし

ます。

高齢化進出にfl~＂｝痴呆性高齢者の増

加lが比込まれます。痴呆に対する正し

い知識の？？此、 l，キ発を推進してまいり

ます。

3. :Vil/Um!!+ 

｛！？七似たきり名人古；が安心して自宅

で生活できるように、在宅福祉サービ

スとの辿悦のもとに積極的に訪問指導

を行い、イl：宅支援対策の拡充を図りま

す内また、歯科医師会の協｝Jによる在

宅寝たきり尚科診療を実施します。

4.飽wづくり巡動
どこでも、だれでも、簡単に取り入れ

2001 

られる裂の繰法の指喝を養成し、住民

の健康づくりに)Jを入れていきます。

（母f保健・·H~について）

I.妊射能診、乳幼児健診の推進

1ヶ月・ 3ヶJj・7ヶ月健診を引き

続き実施します。

2.思春期保健’Ji'.業の推進

中学校l校を選定し、忠、科｝開講演会

を実施し、思存WIの性の問題について

学ぶとともに、生命の大切さや、心と

体の発述に｜期する，；持品、廿hlの検査、

また、赤ちゃんとのふれあい体験学習

事実施し、’H業の光’jミを凶ります。

3.健やかに f供を’I：み育てる環境づくり

少f化対策の a施策として、母とチ

にやさしいまちづくりを行うために母

乳育児の推進、 f打てに対する地域ぐ

るみの支援体制の確立、 f育ての輪づ

くりを行います内

（歯科保健事業について）

I.成人倫科保健明治

80成になっても自分の歯を20木

以上持つことを11的とした「8020

運動」をJムペ伐I~に砕発し、生涯を通

した嗣の他版づくりに努めます。

2.歯のコンクール

第 171円Ir’'_M｛ド ・熟年 ・舟年j歯のコ

ンクールを尚科医師会の協力により実

施し、幽の大切さについて感発活動に

努めます。

13 
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3.防官者の口腔健診（新規事業）

総合福祉センタ－r1隣保健雫におい
て、歯科慌師会の協）Jを得て、障害者

のrI燃健診とll股衛生指導を実施し、

防士：名・のIl腔疾忠を早期に予防し、介

護者と共にnJ陛衛生怠識の高指を図り

ます。

（予防保健事業について）

1. 予防保健’H~について

予防接相法並びに結紘子防法lこ基づ

く各事1!予防接純の受診ギのl旬ヒに努め

ます。 l 2 ij~JJ!より小学生、中学生の

風しん ・IJ本脳炎 ・六種混合の予防注

射を医師会の協hを得て例別接種に変

更しました。その接種率の向上に努力

いたします。

（組織の育成引業について）

I.地域住民の健出づくりに貢献して

いる光市健康をつくる婦人の会等の

関係同体の育成に努め、地域保健の

推進を附ります。

（救急仮療業務）

1.休fI診療！？？のill!常

（一次赦急医療体制）

I 3年出より、従米の在宅当蓄医

制度にかえて、休U診療所の運営を

院師会、柴剤師会の協力により、内

科系 ・外科系の診療科目を実施しま

す内

2.二次数急医療体制

周南悶域4市2町で、周南．地域救

急、阪療対策協議会を運営して、休円 ・

夜間の救急医療体制を確保し、内科 ・

2001 

外科 ・小児科の二次救急に対応しま

す。なお、 12年度から小児救急医

療体制を確保して救急阪療を実施し

ております。

（その他）

1 .イベント

おっぱいまつり 8JJ511 (H) 

ふれあい ・他J,J.i.学びのつどい

9月30 11 ( 11) 
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I - ( 8）その他

<D ツJ:i.判定と事後指置について

（吉村理事）

必 阪r,11i会の市（スターレット）修理に

ついて、法認。

（ 「学術講演会

l 

円fl寺：千成13年7月3Fl （火）

場所：泥尚」；会館

特別；将i~iI

座長 総合病院光市立病院診療部長

山本憲男先生

『餅細胞の生き帳J

講師 山円大学医学部医学部長兼

生角（i.発達・感染医科学講座

教段加藤紘先生

~. 涼懇親会
I Ill年：、It'.成 l3年7月24日（火）

午後7時より

場所：！虹ケ浜ニューシャンピアひかり

2001 

15 
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L医師会ゴルフコン支「
日時：ギ成 13年7月8日

tM所：同市カントリークラプ

順｛伝 氏 名 R I頓 GROS 
コース

HDCP NET 
2 
一平田）j三志 12 91 12 79 42 49 

2 守友戚則 12 108 28 80 54 54 
ー 一3 森木博 ｜： 12 86 4 82 46 40 

4 及川和郎 12 119 36 83 57 62 

5 前旧昇一 12 95 l l 84 45 50 

6 光武達夫 12 94 10 84 48 46 

7 守田宏、正 12 92 6 86 

8 兼清照久 12 91 4 87 44 47 

9 藤村 宇ト 12 96 9 87 48 I 48 

10 績山 7~ ’ 12 97 7 90 45 " 52 
11 石丸 廉 12 110 20 90 56 54 

12 丸岩昌文 12 129 36 93 58 71 

13 竹中智昭 12 130 27 103 66 64 

N P：平田、守本（オブザーバー）

D C：森本、横山

B G：森本

・・・・・あとカTき・・・・
記録的な猛暑の月に、また一人先輩が減り

淋しい限りです。（文責兼清）

発行所光市医 師会
TEL (0833) 72 -2234 

発行者前 田 昇

編集者広 報 担 当
印刷所 光市光井一丁目15番20号
中村印刷株式会社


